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金田町人の動き 
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人 口 9. 3 4 3 
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転 入 50 
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女
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にJ 生

入

 

ク
 

ク
 

ク
 

ク

鮪

ク

 

ク
 

ク
 

よ
り
き
れ
い
な
水
を
プ
・
 

大
字
神
崎
地
区
（
7
9
6
世
 

帯
、
給
水
人
口
2
7
8
6
人） 

に
給
水
し
て
い
る
太
陽
浄
水
場
 

は
、
昭
和
三
十
九
年
に
創
設
さ
 

れ
以
後
十
四
年
間
運
転
し
て
き
 

ま
し
た
が
、
年
々
機
械
の
損
傷
 

が
激
し
く
充
分
な
給
水
が
出
来
 

な
く
な
っ
た
た
め
、
五
十
二
年
 

水
 

道
 

課
 

度
同
和
事
業
で
現
在
機
械
設
備
 

の
改
良
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

運
転
予
定
は
六
月
中
旬
の
予
 

定
で
す
。
 
み
な
さ
ん
に
は
大
変
 

ご
め
い
わ
く
を
お
か
け
し
て
い
 

ま
す
が
、
し
ば
ら
く
お
ま
ら
下
 

さ
い
。
 

管原神社神幸祭 （南木地区） 

金田町南木地区管原神社神幸祭が去る5月2日、3日の両日、 5月晴れの好天 

気に恵まれ、今年も盛大に行なわれました。 

南木地区獅子楽は徳川中期より始まり、 250年の伝統をもつています。 

子供たち32名が、おはやしにあわせ楽打ちと青年達の獅子舞いが行なわれ、多 

くの見物人の中で2 日間をおえました。 
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山
鷹
市
？
W

一 

△
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
V
 

六
月
の
声
を
聞
く
と
各
地
で
 

ク
あ
や
め
ま
つ
り
ク
が
始
ま
り
 

ま
す
。
花
の
い
の
ち
は
短
か
い
 

ほ
ど
美
し
い
と
い
う
定
説
が
あ
 

る
よ
う
に
、
こ
の
花
、
正
確
に
 

い
う
と
ア
ヤ
メ
科
の
女
王
ハ
ナ
 

シ
ョ
フ
ブ
も
三
、
四
日
の
い
の
 

ち
で
す
が
、
早
咲
き
か
ら
遅
咲
 

き
ま
で
あ
り
、
 

一
番
花
、
二
番
 

花
、
と
き
に
は
三
番
花
ま
で
つ
 

く
の
で
、
花
期
と
し
て
は
意
外
 

に
長
く
六
月
い
っ
ば
い
は
続
く
 

よ
う
で
す
。
 

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
、
広
葉
で
 

太
い
葉
脈
が
あ
り
ま
す
。
半
乾
 

半
湿
地
帯
を
好
む
よ
う
で
す
。
 

開
花
時
期
は
一
番
遅
く
六
月
で
 

す
。
花
び
ら
は
九
枚
の
よ
う
に
 

見
え
ま
す
が
、
外
側
の
六
枚
は
 

メ
シ
べ
と
ガ
ク
で
、
中
央
の
三
 

枚
だ
け
が
花
び
ら
で
す
。
 
そ
の
 

花
び
ら
が
、
立
っ
た
り
、
垂
れ
 

下
が
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

日
赤
募
金
に
ご
協
力
を
／
 

住

民

課

福

祉

係

 

ク
参
加
し
よ
う
赤
十
字
ク
が
 

本
年
の
国
際
標
語
と
き
ま
り
全
 

国
的
に
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
 

日
ま
で
を
赤
＋
字
運
動
月
間
と
 

し
募
金
に
ご
協
力
願
う
こ
と
に
 

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
で
 

は
六
月
三
十
日
ま
で
に
婦
人
会
 

の
幹
部
の
方
々
が
奉
仕
団
と
し
 

て
皆
様
の
宅
に
お
伺
い
し
ま
す
 

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
 

す。 人
道
博
愛
の
旗
印
の
も
と
年
 

額
三
百
円
以
上
の
社
員
に
加
入
 

し
ま
す
と
、
色
も
あ
ざ
や
か
な
 

門
標
（
社
員
の
票
礼
）
が
お
手
 

許
に
届
き
ま
す
。
新
社
員
に
是
 

非
な
ら
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

6
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 
水
無
月
（
み
な
づ
き
）
 

農
事
を
皆
な
つ
く
し
た
月
と
い
う
こ
と
か
ら
、
 

六
月
を
水
無
月
と
い
っ
た
。
 

1
 

日
 
気
象
記
念
日
・
電
波
の
日
 

4
 

日
 
歯
の
衛
生
週
間
 

7
 

0
 

6
 

8
 

【り ？』 8
 

nI
】 8

 
日
 
計
量
記
念
日
 

日
 
時
の
記
念
日
 

日
 
入
 

梅
 

日
 
乳
児
検
診
 

日
 
父
 

の
 

日
 

日
 
救
ら
い
の
日
 

日
 
貿
易
記
念
日
 

日
 
心
配
ご
と
相
談
日
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(3） 昭和53年6月1日 昭和53年6月1日 報
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53 

年
7

月
1

日

か

ら

 

印
鑑
の
登
録
と
証
明
の
方
法
が
変
り
ま
す
 

―人ー印です 

正しい印鑑で登録を 

住民課住民係 

、
《
、
t
' 

~~ ．●．..=＝~●●…＝‘●●●・ .=='=,"''' 

印
鑑
の
大
切
さ
に
つ
い
て
は
 

今
さ
ら
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
 

ん
が
、
土
地
や
家
を
買
う
と
き
 

お
金
を
借
り
る
と
き
な
ど
、
必
 

ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
印
鑑
 

証
明
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
た
め
印
鑑
や
、
印
鑑
証
 

明
に
か
ら
ん
だ
犯
罪
や
事
故
を
 

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
町
で
 

は
事
故
防
止
と
正
確
な
証
明
書
 

交
付
の
た
め
七
月
一
日
か
ら
印
 

鑑
条
例
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

【
主
な
改
正
点
】
 

⑥
 
実
印
に
か
わ
っ
て
印
鑑
登
 

録
証
 

⑥
 
証
明
は
コ
ピ
ー
 ~ 

現
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
 

登

録

切

替

え

 期

間

 

昭
和
 53 

年
7
月
1
日
か
ら
 

昭
和
 53 

年
 12 

月
 28 

日
ま
で
 

で
 
す
 

．~ ～~， 一一 ～～ 一  一  ～~～、~ 一‘  一 ～

＠
 
証
明
書
受
領
の
場
合
、
印
 

鑑
登
録
証
持
参
す
れ
ば
代
 

理
人
で
も
委
任
状
は
い
り
 

ま
せ
ん
。
 

【
登
録
出
来
な
い
印
鑑
】
 

O
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
 

原
票
に
の
っ
て
い
る
氏
名
以
 

外
の
文
字
を
使
っ
た
印
鑑
 

O
ゴ
ム
、
そ
の
他
印
形
が
変
化
 

し
や
す
い
材
質
の
印
鑑
 

O
印
影
の
大
き
さ
が
八
ミ
リ
メ
 

ー
ト
ル
の
正
方
形
に
収
ま
る
 

も
の
又
は
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
 

ト
ル
の
正
方
形
に
収
ま
ら
な
 

い
印
鑑
 

O
ふ
ち
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
 

な
い
印
鑑
 

日
き
損
、
ま
滅
し
て
い
る
印
鑑
 

の
指
輪
の
印
鑑
 

以
上
が
登
録
で
き
な
い
印
鑑
 

と
な
り
ま
す
o
 

こ
の
際
、
登
録
印
（
実
印
）
 

を
作
り
か
え
ら
れ
た
ら
、
い
か
 

が
で
し
よ
う
か
。
 

印
鑑
登
録
の
切
替
え
要
領
や
 

切
替
え
日
を
後
日
チ
ラ
シ
等
で
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
協
力
 

下
さ
い
．
 

そ
 
の
 
一
杯
レ
”
 
わ
 
る
 
勇

気

 

母
子
家
庭
児
童
の
 

ク
ー
日
父
親
の
催
し
4
 

16 

五
月
三
日
、
か
ら
り
と
晴
れ
 

第
 
た
憲
法
記
念
日
の
佳
き
日
、
片
 

報 田 町 金
 

iβ 

住
民
課
福
祉
係
 

親
を
な
く
し
た
小
中
学
校
の
生
 
数
二
十
七
名
に
て
山
口
県
の
秋
 

徒
の
う
ち
希
望
者
を
募
り
、
総
 
吉
サ
フ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
の
見
学
 

慰
安
旅
行
に
参
り
ま
し
た
。
 

午
前
九
時
に
役
場
を
出
発
、
は
 

な
や
い
だ
ム
ー
ド
の
う
ち
北
九
 

州
有
料
道
路
よ
り
関
門
橋
の
素
 

晴
ら
し
い
眺
望
を
楽
し
み
な
が
 

ら
中
国
高
速
道
路
を
快
適
な
ス
 

ピ
l
ド
で
つ
っ
走
り
、
目
的
地
 

の
秋
吉
台
に
到
着
し
た
の
が
十
 

二
時
十
分
、
早
速
中
食
を
と
り
 

自
由
時
間
を
楽
し
み
サ
フ
ア
リ
 

ー
フ
ン
ド
を
見
学
し
終
っ
た
の
 

が
三
時
頃
で
し
た
。
 

そ
れ
よ
り
帰
路
に
つ
き
金
川
 

町
役
場
に
帰
り
つ
い
た
の
が
五
 

時
十
分
ご
ろ
。
ほ
ん
と
う
に
楽
 

し
い
一
日
で
し
た
。
 

来
年
も
企
画
を
致
し
ま
す
の
で
 

多
数
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。
 

登録できない印鑑の例 

畠 繊
 

簡易水道料金新I日対照表 

新 旧 料 金 表 

簡
易
水
道
の
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ
 

昭
和
 53 
年
6
月
か
ら
新
し
い
料
金
と
な
り
ま
す
 

本
町
簡
易
水
道
の
経
営
状
態
 

が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
去
る
 

三
月
の
町
議
会
に
水
道
料
金
の
 

改
定
案
を
提
出
致
し
ま
し
た
。
 

公
共
料
金
値
上
げ
に
「
一
い
て
 

は
、
特
に
慎
重
に
審
議
に
審
議
 

を
重
ね
た
結
果
、
可
決
さ
れ
ま
 

し
た
0
 

新
料
金
は
、
六
月
使
用
分
（
 

七
月
徴
収
分
）
か
ら
適
用
さ
れ
 

ま
す
。
 

今
ま
で
皆
様
方
に
使
用
負
担
 

し
て
い
た
だ
い
た
料
金
は
、
昭
 

和
四
十
一
年
に
実
施
さ
れ
た
も
 

の
で
、
今
年
で
十
二
年
に
な
る
 

も
の
で
す
。
 

こ
の
間
、
高
度
成
長
政
策
、
 

特
に
昭
和
四
十
八
年
の
石
油
資
 

源
に
起
因
す
る
諸
物
価
の
狂
騰
 

は
、
簡
易
水
道
会
計
を
圧
迫
し
 

経
営
状
態
を
困
難
と
し
た
た
め
 

で
す
。
 

ま
た
一
方
で
は
、
文
化
生
活
 

水
準
の
向
上
に
つ
れ
、
生
活
用
 

水
の
需
用
は
急
速
に
増
加
し
て
 

お
り
、
こ
れ
に
対
処
す
べ
く
、
 

き
れ
い
な
、
安
心
し
て
使
用
で
 

き
る
水
を
各
家
庭
に
豊
富
に
送
 

水
す
る
た
め
施
設
の
改
善
、
増
 

補
改
良
な
ど
の
事
業
を
し
て
ま
 

い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
 

水
道
事
業
を
運
営
す
る
に
は
、
 

施
設
費
、
薬
品
費
、
電
力
費
、
 

人
件
費
な
ど
、
多
額
の
経
費
を
 

必
要
と
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
供
給
原
価
を
で
 

き
る
だ
け
低
く
お
さ
え
る
た
め
 

に
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
ま
い
り
 

ま
し
た
が
、
需
要
と
供
給
の
バ
 

ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
赤
字
は
年
々
 

ふ
え
る
ば
か
り
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
料
金
 

の
改
定
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
 

す
。
ど
う
か
、
水
道
財
政
の
建
 

て
直
し
に
理
解
と
御
協
力
を
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
料
金
の
適
用
範
囲
は
、
 

大
字
神
崎
地
区
で
ご
ざ
い
ま
 

す。 

使用量 旧
薪
 

基本料 超過料 
メーター 

使用料 
合 計 

ば 
O-12 旧

 

円 
300 

円 円 
4 0 

円 
340 

0-b0 新
 

640 6 0 700 

11 

ぎ 

12 

新
 

640 80 6 0 780 

新
 

640 1 60 6 0 860 

13 
旧
」
新
 

300 

640 

35  

240 

0
 
~
 

4
 
6
 

315 

940 

14 
旧
 
新
 

’ノ 70  

320 

か
 

カ
 

4 1 0 

1. 020 ク 

15 
旧
」
新
 

ク
 

”
 

1 05 

400 

ク
 

“
 

4 45 

1. 1 0 0 

16 
~日 ’ノ 1 40  

480 

r
 

ク
 

480 

1. 1 80 新 ク 

17 
旧 ゲ 1 75  

560 

ガ
 

ル
 

5 1 5 

1. 260 新 ノノ 

18 
旧
 
新
 

ク
 

ク
 

0
 
~
 

・1 

4
 

2
 
6
 

カ
 

“
 

0
 
~
 

5
 
4
 

に
J
 

《‘U ー
 

19 
旧
」
新
 

ク
 

ク
 

245 

720 

ク
 

ク
 

585 

1. 4 2 0 

20  
旧
 
新
 

ク
 

ク
 

280  

800 

刀
 

カ
 

620 

1. 50 0 

25 
~日 ク

 

ク
 

430  

1. 200 

“
 

ル
 

770 

1. 900 新 

事業所統計調査にこ協力を 

6 月15日全国いっせい実施 

が
 
事

故

を

断

 つ
 

111
年
に
 

営
業
状
態
な
 

、
実
態
を
つ
か
 

一
回
実
施
 

み
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
 

さ
れ
る
『
 
で
行
政
、
経
済
施
策
を
進
め
る
 

事
業
所
統
 
う
え
で
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
 

計
調
査
』
 

で
す
。
 

が
六
月
十
 

こ
の
た
め
、
調
査
は
会
社
、
 

五
日
、
全
 
工
場
、
商
店
、
学
校
の
ほ
か
、
 

国
い
っ
せ
 
官
公
庁
、
病
院
、
国
鉄
や
私
鉄
 

い
r

行
わ
 

の
駅
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
か
ら
神
 

れ
ま
す
。
 

社
、
お
寺
に
い
た
る
ま
で
、
全
 

こ
れ
は
 

国
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
に
 

わ
が
国
の
 

な
り
ま
す
。
事
業
所
統
計
調
査
 

事
業
所
の
 

は
、
国
勢
調
査
と
な
ら
ぶ
国
の
 

業
種
や
従
 
基
本
的
な
調
査
で
す
。
ご
協
力
 

業
員
数
、
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
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 53 
年
度
 

社
会
教
育
関
係
団
体
 

本
部
役
員
紹
介
 

?

，

、

‘

！

、

●

．

一

、

？

？

●

、

I
●

●

？

●

、

●

●

、

●

●

、

●

●

●

■

？

、

？

？

・

 

自

転

車

通

学

に

 

ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
着
用
し
よ
う
 

去
る
四
月
二
十
一
日
金
田
中
 
校
P
r
A
が
共
同
で
自
転
車
通
 

学
校
体
育
館
に
於
て
交
通
安
全
 
学
生
徒
百
大
十
名
に
対
し
贈
っ
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
贈
呈
式
が
行
な
 
た
も
の
で
、
最
近
の
交
通
事
故
 

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
交
通
安
 
の
状
況
か
ら
見
る
と
、
オ
ー
ト
 

全
協
会
田
川
支
部
と
金
田
中
学
 
バ
ィ
、
自
転
車
等
二
輪
車
に
よ
 

「 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

は
ら
と
散
表
護
国
神
社
大
祭
）
五
年
振
り
病
ひ
の
癒
え
て
父
 
知
る
よ
し
も
な
し
 

〈 

「
吾
を
信
じ
切
り
し
汝
を
偽
は
 

一
福
田
 

昌
 

一
人
 

残
り
し
家
に
吾
れ
は
 

ー
並
川
 
君
子
（
 

「
り
て
半
歳
余
真
実
を
告
げ
 

東
岳
に
拓
張
喝
歴
史
い
く
と
 

帰
り
来
 

ー

t
、
一
タ
ぐ
れ
て
鋳
な
き
海
辺
を
ふ
一
 

一
む
と
決
め
し
日
「
賢
子
」
ぞ
天
空
を
き
る
龍
骨
の
何
と
い
ふ
こ
い
」
紗
蟹
認
黙
紅
ノ
ク
色
に
染
ま
一
 

）
、
水
明
寺
武
将
の
墓
は
こ
け
む
 

、r
」
ー
F

、、l
‘
ー
ー
・
ー
ー
r
、…・ 

ー
 

「 

司」「く鷺麟縫“） 

云
～
i
彫，，誕 

草
 

難
籍
競
鯛
鷲
 

）
旅
ま
え
に
植
込
み
行
き
し
球
  

高
木
美
代
子
「
 

）
根
の
 

季
を
た
が
え
ず
に
萌
 

‘

林

 俊
信
 

桜
花
 
風
に
散
り
ゆ
く
自
然
 
後
遺
症
残
れ
る
夫
の
足
音
の
 

一 

」
ゆ
る
水
仙
 

」 

鴬
の
鳴
く
音
に
夢
を
破
ら
れ
 

に
ひ
た
る
 

乱
れ
て
き
こ
ゆ
夜
中
の
廊
下
に
」
 

」 

阿
部
 
重
宏
 

て
 
庭
木
の
葉
蔭
を
捜
し
ぞ
 

／
福
原
 

照
子
 

宮
本
 
徳
忠
）
 

）
鎮
西
原
頭
咲
き
匂
ふ
桜
心
あ
 

視
る
 

入
学
の
わ
が
子
の
希
望
い
づ
 

初
孫
を
祝
ふ
心
の
鯉
織
 
風
に
〉
 

〉
ら
ば
 
今
日
の
み
祭
に
は
ら
 

／
藤
本
 

唯
彦
 

こ
な
る
 
わ
れ
の
き
た
い
は
 

す
い
す
い
高
く
舞
ひ
い
る
 

】 

村
端
登
喜
子
 

小
野
 
縫
子
 

◆
金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

本
部
役
員
 

会
 
長
 
辰
島
 
宗
一
 

副
会
長
 
原
田
 

豊
茂
 

◆
金
田
町
婦
人
会
本
部
役
員
 

副
会
長
 
加
治
 
テ
ル
 

会
 
長
 
小
野
ト
メ
子
 

会
 
計
 
吉
田
 

繁
雄
 

副
会
長
 
村
端
登
喜
子
 

監
 
査
 
平
島
 
元
春
 

副
会
長
 
三
村
 
和
子
 

監
 
査
 
千
手
 

昇
 

書
 
記
 
立
山
マ
キ
ュ
 

◆
金
田
町
子
供
会
育
成
連
絡
 

会
 
計
 
桑
野
ト
ク
ュ
 

脇
議
会
 

監
 
査
 
桑
野
 
昭
子
 

会
 
長
 
杉
本
 
数
男
 

監
 
査
 
福
島
 
秀
子
 

副
会
長
 
犬
養
 
光
博
 

◆
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
 

副
会
長
 
大
島
 
米
秋
 

副
会
長
 
和
田
 

等
 

る
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
そ
 

の
う
ち
死
亡
事
故
の
大
半
が
ヘ
 

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
お
ら
ず
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
 

に
よ
り
死
亡
事
故
が
減
少
す
る
 

こ
と
は
確
実
で
す
。
 

自
転
車
通
学
の
中
学
生
徒
の
 

皆
さ
ん
、
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
 

く
着
用
し
交
通
事
故
に
会
わ
な
 

い
よ
う
気
 

を
つ
け
ま
 

し
よ
・
つ
。
 

（
総
務
課
 

交
通
安
全
 

係） 

◆
金
田
町
体
育
指
導
員
 

堀
 
勇
次
 
尾
崎
清
一
 

吉
田
民
春
 
池
長
 
昇
 

池
田
 
昇
 
熊
谷
耕
士
 

井
戸
龍
生
 

！
、
二
一
、
二
ご
．
二
に
．
二
に
「
「
、
、
こ
．
、
●
●
、
、
！
●
●
「
一
●
●
「
●
、
』
 

単

位

ク

ラ

ブ

 

老

人

会

会

長

 

●
、
、
！
，
●
？
，
、
？
、
、
に
．
、
〈
，
、
‘
！
、
‘
，
、
、
‘
．
、
？
、
、
！
、
‘
 

一
区
 

一
一
区
】
組
 

一
一
区
一
一
組
 

三
区
上
組
 

三
区
下
組
 

四
区
 

五
区
 

六
区
一
組
 

六
区
二
組
 

神
崎
 

高
見
 

福
吉
 

南
木
 

才
田
 
幸
吉
 

辰
島
 
信
照
 

山
本
喜
三
郎
 

藤
本
 
伊
助
 

島
津
 

正
 

加
治
 

テ
ル
 

平
元
 

勝
 

東
 

鶴
助
 

相
良
 

モ
イ
 

若
林
森
太
郎
 

宮
本
 
徳
忠
 

原
 

弘
 

桧
垣
 
米
蔵
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金
 

一
亜
生
だ
ー
よ
ー
ー
り
一
 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
日
程
 

住

民

課

保

健

係

 

一、 

一
回
目
 

6
月
 29
 

a
（木） 

6
月
 28 

日
（
水
）
 

6
月
 27
 

a
（火） 

と
 

き
 

福
吉
区
 

七
区
ー
九
区
 

太
陽
区
 

四
区
ー
六
区
高
見
区
 

一
区
ー
三
区
 

地
 

区
 

名
 

13
時3～
分ー15
で 

13
時
30分ー15
で 

13
時
30分215
で 

時
 

間
 

一
一
、
一
一
回
目
 

と
 

き
 

該
 

当
 

昔
 

時
 

間 

7
月
7

日
（
金
）
 

初
回
免
疫
の
人
 

13 

時
 30 

分
ー
 15 

時
ま
で
 

三
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

四
、
該
当
者
 

」ハ、 

三
才
以
上
の
健
康
な
人
 

※
 

（
小
中
学
生
、
高
校
生
を
 

除
く
）
 

五
、
生
ま
れ
て
一
度
も
受
け
て
 

い
な
い
人
は
、
ニ
回
受
け
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

印
鑑
持
参
の
こ
と
 

接
種
者
が
多
い
の
で
定
め
 

ら
れ
た
日
に
受
け
て
下
さ
 

い。 

5
乏
ぐ
‘
，
，
き
く
，
?
,
，
ミ
？
，
、
5
、‘，ぐ． 

お
子
様
の
健
康
を
守
り
、
今
 

三
 
種

混

 合
 
の
 

予
 
防
 
接
 
種
 

●
●
一
●
●
・
「
●
、
●
●
一
「
●
●
「
●
％
・
フ
●
・
●
●
■
、
に
「
「
●
、
二
ぐ
 

三
種
混
合
第
一
期
（
二
回
目
 

）
の
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
 

。
骸
当
者
は
も
れ
の
な
い
よ
う
 

に
接
種
し
て
下
さ
い
。
 

◇
対
 
象
 
者
 

一
回
目
 

5
月
 11 

日、 

12 

日
 

予
防
接
種
を
行
っ
た
幼
児
 

◇
と
き
・
と
こ
ろ
 

昭
和
 53 

年
6
月
招
日
（
火
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

◇
料
金
無
料
 

◇
持
つ
て
来
る
も
の
 

母
子
手
帳
と
印
鑑
 

当
日
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
事
 

故
を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
の
間
 

伴
の
な
い
幼
児
は
接
種
で
き
ま
 

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
 

【
、
●
「
、
二
ご
．
●
、
ご
（
》
ぐ
「
『
一
、
、
に
．
一
●
●
●
「
●
、
二
ご
．
一
、
ぐ
■
こ
J
 

3
 

才
 

児
 

一 

斉
 
検
 
診
 

・
二
に
．
・
，
二
●
「
一
，
●
「
二
、
に
ご
．
・
「
二
二
●
1
ニ
ニ
（
「
二
二
！
，
、
、
 

母
子
保
健
法
に
基
き
健
康
診
 

断
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
を
兼
ね
て
 

行
い
ま
す
の
で
、
お
子
様
を
ぜ
 

ひ
参
加
さ
せ
て
下
さ
い
。
 

3
才
児
は
、
肉
体
的
、
精
神
 

的
に
直
腹
な
発
育
時
期
に
あ
り
 

ま
す
、
 

後
の
育
成
に
役
立
て
て
い
た
だ
 

く
た
め
の
検
診
並
ぴ
に
指
導
を
 

致
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
 

下
き
い
。
 

0
と
 
き
 

6
月
9

日
（
金
曜
日
）
 

1
時
 30
 

分
1
3
時
ま
で
 

O
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
基
 

O
該
当
者
 

49 

年
4
月
1

日
生
れ
か
ら
 

50 

年
3
月
 31 

日
生
れ
の
者
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
 

ー

サ

ラ

リ

ー

 マ
 
ン
 
の
 

奥
さ
ん
も
自
分
の
年
金
を
ー
 

御
主
人
は
、
職
場
で
厚
生
年
 

金
保
検
な
ど
の
年
金
制
度
に
加
 

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
奥
さ
ん
 

ご
自
身
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
 

か。 サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
希
 

望
に
よ
り
、
い
つ
か
ら
で
も
国
 

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
 

き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
い
 

ま
（
福
岡
県
下
九
七
市
町
村
）
 

で
は
二
十
九
万
人
の
奥
さ
ん
が
 

任
意
加
入
さ
れ
、
将
来
に
備
え
 

て
保
険
料
を
掛
け
統
け
て
い
ま
 

す。 保
検
料
は
、
加
入
を
申
し
出
 

た
月
か
ら
六
十
才
に
な
る
ま
で
 ー

 

老
人
医
療
証
を
忘
れ
ず
に
 

切
替
え
ま
し
よ
・
つ
ク
 

7 月1 日より 

新しい医療証で 

七
月
一
日
 

か
ら
新
し
 

い
老
人
医
 

療
証
に
変
 

り
ま
す
。
 

現
在
使
 

用
し
て
い
 

る
老
人
医
 

療
証
は
、
 

昭
和
五
十
 

住

民

課

福

祉

係

 

三
年
六
月
三
十
日
で
有
効
期
限
 

が
切
れ
、
七
月
一
日
よ
り
使
用
 

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

次
の
日
時
に
切
替
え
を
行
い
 

ま
す
の
で
印
か
ん
、
保
険
証
、
 

医
療
証
（
カ
ー
ド
）
を
も
っ
て
 

役
場
福
祉
係
ま
で
お
い
で
下
き
 

、
 
。
 日

時
 
六
月
ニ
十
九
日
か
ら
 

六
 

三
十
日
ま
で
 

国
 
民
 
年
 
金
 
係
 

の
間
（
途
中
脱
退
も
可
能
）
納
 

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（現 

在
月
額
二
千
七
百
三
十
円
）
が
 

任
意
加
入
者
の
場
合
は
、
こ
の
 

保
検
料
を
納
め
た
期
間
が
一
年
 

以
上
あ
れ
ば
、
通
算
老
令
年
金
 

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
 

で
、
加
入
（
納
入
）
期
間
が
短
 

か
く
て
も
無
駄
に
な
り
ま
せ
 

ん。 勿
論
、
若
い
う
ち
か
ら
加
入
 

し
て
い
る
と
、
受
け
る
年
金
も
 

ず
っ
と
多
く
な
り
ま
す
‘
 

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
任
意
加
入
 

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
 

ク
善
は
急
げ
4

金
田
町
役
場
に
 

一
日
も
早
く
国
民
年
金
へ
の
加
 

入
を
申
し
出
て
、
奥
さ
ん
も
御
 

主
人
の
年
金
と
は
別
に
、
自
分
 

の
年
金
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
お
 

す
す
め
し
ま
す
。
 

県
 

民 税 

第 1 期 分 

納期限6月30日 

町
 

あ
 
り
 
が
 
と
・
つ
 

こ
 
ざ
 
い

ま

し

た

 

加

治

 
智

子

 
殿
 

金
田
町
教
育
後
援
会
 

勝

野

 
具

子

 
殿
 

田

中

 ユ
キ
ェ
 

殿
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
 

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
有
 

意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 

‘
二
》
、
二
」
．
二
」
「
「
、
、
一
，
、
●
，
・
一
‘
．
、
・
●
）
％
二
ぐ
．
・
「
●
、
ど
 

民
生
委
員
の
こ
紹
介
 

『
？
、
、
に
．
・
？
、
、
に
！
・
．
こ
）
・
？
●
％
こ
ぐ
．
、
ご
．
・
7
、
・
、
●
●
、
一
●
・
 

一
区
 

阿
部
 
正
子
 

二
区
 

辰
島
 
信
照
 

二
区
 

丸
山
ハ
ッ
子
 

三
区
 
金
山
 
玄
性
 

四
区
 
野
田
 
秀
清
 

五
区
 

藤
本
富
士
松
 

六
区
 

田
中
ト
シ
ョ
 

神
崎
 
渡
辺
 
勝
由
 

神
崎
 
早
瀬
 

円
雄
 

福
吉
 
犬
養
 
光
博
 

太
陽
 
河
野
 
興
吉
 

南
木
 
世
並
 
虎
省
 

以
上
十
二
名
の
先
生
方
で
す
。
 

ご
相
談
に
は
ご
遠
慮
な
く
お
た
 

ず
ね
下
さ
い
。
 


